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「特別支援教室（巡回指導）」が「特別支援教室（巡回指導）」が
　始まります　始まります  2～3ページ

小学校６年生が移動教室で栃木県日光市へ行き、自然や歴史、文化などについて学んできました。

子どもたちにとって、かけがえのない思い出となりました。



特
別
支
援
教
室
「
は
ば
た
き
教
室
」

〜
自
分
の
可
能
性
を
伸
ば
す
た
め
に
〜

●
特
別
支
援
教
室
っ
て
？

　

小
学
校
特
別
支
援
教
室「
は
ば
た
き
教
室
」（
以

下
、「
は
ば
た
き
教
室
」）
の
本
格
的
な
巡
回
指

導
が
始
ま
っ
て
、
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
市

内
96
名
（
８
月
１
日
現
在
）
の
児
童
が
、
各
小

学
校
に
あ
る
「
は
ば
た
き
教
室
」
に
通
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
応
じ
た
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
字
を
読
む
の
が
苦
手
、
静
か

に
話
を
聞
く
の
が
苦
手
、
言
葉
で
相
手
に
思
い

を
伝
え
る
の
が
苦
手
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
き
、「
は
ば
た
き
教
室
」
で
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
段
階
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
知
り
、
在
籍

学
級
で
苦
手
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
悩
み
や
困
り

ご
と
を
抱
え
る
仲
間
と
出
会
い
、
お
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
の
学
び
を
通

じ
て
、
困
っ
た
こ

と
が
起
き
て
も
対

応
す
る
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
チ
ー
ム
で
支
援
し
ま
す

　
「
は
ば
た
き
教
室
」
巡
回
指
導
日
に
は
、
子
ど

も
の
支
援
に
係
る
教
員
な
ど
が
集
ま
り
、
情
報

交
換
、
共
通
理
解
を
図
っ
て
チ
ー
ム
で
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
、
在
籍
学
級
の
担
任
、「
は
ば

た
き
教
室
」の
巡
回
指
導
教
員
が「
連
絡
ノ
ー
ト
」

を
使
い
、
子
ど
も
の
様
子
を
共
有
し
、
多
く
の
目

で
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
室
（
巡
回
指
導
）
と
は
？

小
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
室
「
は
ば
た
き
教
室
」

中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
室

　

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、

○ 

知
的
に
は
遅
れ
が
な
い
の
に
、
学
習
効
果
が
上
が
ら
な
い
。

○ 

友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
。

○ 

こ
だ
わ
り
が
強
く
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
。

○ 

目
立
っ
た
行
動
は
な
い
が
、
学
習
面
や
行
動
面
で
困
る
こ
と
が
あ
る
。

○ 
落
ち
着
き
な
く
動
き
回
る
な
ど
、
集
団
で
行
動
す
る
こ
と
が
苦
手

で
あ
る
。

　

と
い
っ
た
、
情
緒
面
や
発
達
面
な
ど
に
よ
り
、
学
校
生
活
に
困
り

感
や
悩
み
が
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
個
別
指
導
（
学
習
の
補

充
を
含
む
）
や
小
集
団
指
導
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
）
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
・
生
徒
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
特
別
支
援
教
室
巡
回
指
導
を
試
行
し
、
平
成
26
年

度
に
、全
て
の
小
学
校
（
７
校
）
に
特
別
支
援
教
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
特
別
支
援
教
室
（
拠
点
校
）
の
巡
回
指
導
教
員

が
、
各
小
学
校
の
特
別
支
援
教
室
を
週
２
〜
３
日
定
期
的
に
回
り
、
在

籍
学
級
で
の
児
童
の
様
子
を
見
た
り
、
在
籍
学
級
の
担
任
と
連
携
し
た

り
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
室
で
の
支
援
が
在
籍
学
級
で
も
生
か
さ

れ
、
児
童
の
学
習
規
律
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、
在

籍
学
級
に
お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
集
団
参
加
な
ど
、
よ
り
主
体
的
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
引
き
続
き
、
平
成
31
年
度
か
ら
、「
生
徒
が
動
く
」
通
級

指
導
学
級
に
代
わ
り
、「
先
生
が
動
く
」
特
別
支
援
教
室
を
、
全
て
の

中
学
校
に
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、中
学
校
に
進
学
し
て
か
ら
も
、

必
要
な
支
援
を
在
籍
校
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲ 羽村東小学校はばたき教室巡回
指導教員（情報共有・共通理解
のための打ち合わせ）

通級指導学級設置校に生徒が通い、指導・支援を受ける。

在籍の学校に特別支援教室を設置し、教員が巡回して指導・支援する。

在籍校

在籍校

在籍校

在籍校

通級指導学級設置校

巡回指導の拠点校

通

在

通級指導学級体制から
（生徒が動く）

特別支援教室体制へ
（先生が動く）
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・ 

生
徒
の
学
習
能
力
の
向
上
や
在
籍
学
級
に
お
け

る
集
団
適
応
能
力
の
伸
長
が
図
ら
れ
る
。

・ 

特
別
な
指
導
や
支
援
を
在
籍
校
で
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
他
校
へ
の
移
動
に
伴
う
生
徒
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

在
籍
学
級
の
担
任
と
巡
回
指
導
教
員
と
の
連
携

が
密
に
な
り
、指
導
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

・ 

特
別
な
指
導
や
支
援
が
身
近
で
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
在
籍
校
の
教
職
員
や
他
の
生
徒
・
保
護
者

も
指
導
の
内
容
を
知
る
機
会
が
増
え
、
特
別
支

援
教
育
へ
の
理
解
が
図
ら
れ
る
。

●
「
は
ば
た
き
教
室
」
に
通
う
子
ど
も
た
ち

　

自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に

　
　

伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
Ｍ
さ
ん

　

一
つ
の
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
ク
ラ

ス
の
担
任
や
友
達
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
は

ば
た
き
教
室
」
に
通
っ
て
、
人
と
上
手
に
関
わ

る
方
法
を
仲
間
と
一
緒
に
学
び
、
ク
ラ
ス
の
友

達
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
中
力
が
な
く
、

　
　

教
室
か
ら
出
て
し
ま
う
Ｙ
君

　

物
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
知
ら
ず
知
ら

ず
に
自
己
中
心
的
な
考
え
方
を
し
て
し
ま
い
、

友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
苦
手
な
も
の
に
対
し
て
は
集
中
で
き
ず
、

教
室
か
ら
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め「
は

ば
た
き
教
室
」
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苦
手
な
こ
と
に
対
し
て
段
階
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
学

び
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
方
や
、
落
ち
着
け
る

方
法
を
見
つ
け
ま
し
た
。

●
巡
回
指
導
教
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・ 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
た
く
さ
ん
見
付

け
、「
で
き
た
！
」「
分
か
っ
た
！
」
を
一
つ
で

も
増
や
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・ 

家
庭
、
在
籍
学
級
、「
は
ば
た
き
教
室
」
の
三

者
が
連
携
し
、
子
ど
も
に
応
じ
た
支
援
を
す

る
こ
と
で
、
学
校
で
苦
手
に
思
っ
て
い
る
こ

と
を
少
し
ず
つ
克
服
し
、
楽
し
い
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き

ま
す
。

特
別
支
援
教
室
導
入
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果

【巡回指導教員による指導】
　巡回指導教員は、生徒自身が「困っていること」「悩
んでいること」に自分自身で対応ができるように、
「困っていること」「悩んでいること」の対処方法や、
授業や学校生活での工夫など、生徒の実態に応じた
指導や支援を行います。

【在籍学級との連携】
　在籍校での巡回指導を行うことで、巡回指導教員
と在籍学級の担任および各教科の担当教員との情報
交換の機会が増え、協働して生徒の実態に応じた指
導や支援をすることにより、指導内容を定着させる
ことができます。

「通級指導学級」から「特別支援教室」へ

※ 今後、それぞれの中学校における特別支援教
室の指導生徒数により区分（拠点校・巡回校）
が変更になる場合があります。

羽村第一中学校（通級指導学級）

羽村第三中学校（通級指導学級）

羽村第一中学校（特別支援教室・拠点校）

羽村第二中学校（特別支援教室・巡回校）

羽村第三中学校（特別支援教室・拠点校）

【
問
合
せ
】
教
育
支
援
課
特
別
支
援
教
育
係
（
内
線
359
）

▲ 

９
人
の
「
は
ば
た
き
教
室
」

の
先
生
が
市
内
小
学
校
を

巡
回
指
導
し
て
い
ま
す
。

特別支援教室在籍学級 連　携

【例えばこのような場合】
指導・支援
（個別・小集団）

巡回指導教員

在籍学級
教員

在籍学級

漢字を使って作文が
書けた！！

計算は得意
だけど…
漢字は覚え
られない…

忘れ物ばか
りしちゃう
の…

【平成30年度まで】

【平成31年度から】

忘れ物が
少なく
なったわ！
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「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
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校
演
劇
部
」、「
福
生
高
校
演
劇
部
」、

多
摩
市
民
塾
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
朗
読
劇
ひ
び
き
」、
某
都
立
高
校
演

劇
部
の
卒
業
生
で
結
成
し
た
「
劇
団

さ
ん
ま
る
は
ち
」、「
多
摩
高
等
学
校

演
劇
部
」、「
は
む
ら
の
教
育
」
の
メ

リ
ー
リ
ボ
ン
関
連
の
取
材
記
事
を
見

て
参
加
し
、
尺
八
の
生
演
奏
で
一
人

芝
居
を
行
っ
た
「（
ひ
ろ
＋
た
く
）

企
画
」

ゆ
と
ろ
ぎ
夏
の
風
物
詩

「
第
３
回
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

メ
リ
ー
リ
ボ
ン
演
劇
祭
」

７
月
21
日
・
22
日
に
開
催
し
ま
し
た

　

第
３
回
を
迎
え
た
今
年
は
、
参

加
団
体
も
増
え
、
入
場
者
は
延
べ

１
１
３
３
人
と
年
々
、
盛
大
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
情
熱
溢
れ

る
11
団
体
も
の
演
劇
を
ま
と
め
て
観

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
メ
リ

ー
リ
ボ
ン
な
ら
で
は
で
す
。

　

今
年
は
、
影
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修
を

実
施
し
、
各
団
体
の
紹
介
を
高
校
生

が
行
い
ま
し
た
。

○
参
加
団
体
（
11
団
体
）

　
「
羽
村
第
一
中
学
校
演
劇
部
」、「
羽

村
高
等
学
校
演
劇
部
」、
ゆ
と
ろ
ぎ

協
働
事
業
運
営
市
民
の
会
（
芸
術
鑑

賞
部
会
）
で
企
画
し
た
「
60
歳
以
上

の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
か
ら
立

ち
上
げ
た
「
演
劇
集
団
銀
の
す
ず
２

号
」、
コ
メ
デ
ィ
か
ら
演
劇
の
名
作

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
組
む

羽
村
市
の
社
会
人
劇
団
「
劇
団
宙
」、

福
生
・
五
日
市
・
羽
村
高
校
演
劇
部

の
卒
業
生
が
中
心
に
結
成
し
た
「
劇

団
マ
イ
ス
タ
ー
」、「
五
日
市
高
等
学

▼

子どもたちとの交流演奏

▼

主に羽村市を中心に活動している団体

高た
か

畠ば
た
け

那な

生お

絵
本
原
画
展

　

第
19
回
日
本
絵
本
賞
を
受
賞
し
た

「
カ
エ
ル
の
お
で
か
け
」
な
ど
の
原

画
を
展
示
し
ま
す
。
躍
動
感
が
あ
り
、

ま
た
、
表
情
を
繊
細
に
描
く
高
畠
さ

ん
の
原
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
：
９
月
19
日（
水
）〜
30
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
：
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

入
場
料
：
無
料

◆
児
童
文
学
講
演
会

　

高
畠
さ
ん
を
招
い
て
、
絵
本
に
関

す
る
お
話
と
、
制
作
の
様
子
を
実
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
：
９
月
24
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
２
時
〜

会
場
：
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

入
場
料
：
無
料

子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭

交
流
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
名
曲

の
数
々
を
２
部
構
成
で
お
届
け
し
ま

す
。

　

第
１
部
で
は
、
羽
村
市
・
檜
原
村
・

奥
多
摩
町
の
子
ど
も
た
ち
が
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
来
日
し
た
演
奏
家
た
ち
と
の

交
流
演
奏
、
ま
た
、
西
多
摩
出
身
の

若
手
音
楽
家
に
よ
る
歓
迎
演
奏
を
行

い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
世
界
を
代
表
す
る

ウ
ィ
ー
ン
の
著
名
な
音
楽
家
た
ち
が
、

名
曲
を
木
管
五
重
奏
で
演
奏
し
ま
す
。

日 

時
：
10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　

 

午
後
５
時
〜
（
開
場
：
午
後
４
時

30
分
）

会
場
：
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

入
場
料
：
１
０
０
０
円

※ 

チ
ケ
ッ
ト
は
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。（
全
指
定
席
）

※ 

未
就
学
児
は

入
場
で
き
ま

せ
ん
。

主 

催
：
子
ど
も

国
際
交
流
音

楽
祭
実
行
委

員
会

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
☎
 ５
７
０-

０
７
０
７

▼

第19回日本絵本賞受賞作品
「カエルのおでかけ」



 
 　

　

【
問
合
せ
】
図
書
館

 

☎
 ５
５
４-

２
２
８
０

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館

 

☎
 ５
５
８-

２
５
６
１

図
書
館
を
も
っ
と
便
利
に
！

図
書
館
を
も
っ
と
便
利
に
！

〜
便
利
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
〜

○ 

本
を
探
す
と
き
は
「
検
索
機
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

読
み
た
い
本
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
、
ど
ん
な
本
を
読
む
か
迷
っ
て
し

ま
う
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
時
は
図
書
館
本
館
に
設
置
さ
れ

て
い
る
検
索
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資
料
を
探
す
際
は
「
簡
単
検
索
」「
資

料
の
種
類
か
ら
探
す
」「
詳
し
く
探
す
」

の
３
つ
か
ら
自
分
に
合
っ
た
調
べ
方
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
着
資
料
、
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ

ー
、
予
約
ラ
ン
キ
ン
グ
、
図
書
館
の
お

す
す
め
な
ど
、
一
覧
か
ら
興
味
の
あ
る

本
を
見
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
読

み
た
い
本
が
見
つ
か
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
本
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
貸
し
出
し

は
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
が
見
ら

れ
ま
す
。
検
索

機
か
ら
予
約
も

で
き
、
と
て
も

便
利
で
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
ミ
ニ
展
示
】「
玉
川
上
水
を
調
べ
よ

う
！
」
開
催
中

　

現
在
、
玉
川
上
水
は
、
地
理
学
や

土
木
工
学
な
ど
の
観
点
か
ら
研
究
が

進
め
ら
れ
、
羽
村
堰
周
辺
の
特
徴
的

な
地
形
や
そ
れ
を
見
極
め
た
先
人
の

知
識
、
技
術
工
夫
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
工
夫
の
一

部
を
ミ
ニ
展
示
（
12
月
16
日
（
日
）

ま
で
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
４
年
生
の
社
会
科
学
習
の
支
援
の

た
め
、
動
く
模
型
を
使
っ
た
展
示
解

説
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

郷
土
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
特
別
展
】「
御
札
と
旅
〜
羽
村
人
の

祈
り
〜
」
を
現
在
準
備
中
！

▼ 

期
間
： 

平
成
30
年
９
月
15
日
（
土
）

〜
12
月
23
日
（
日
）

▽ 

時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

☆ 

会
場
： 

郷
土
博
物
館　

企
画
展
コ
ー

ナ
ー
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、
学
習
室

○ 

入
館
料
：
無
料

● 

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

　

郷
土
博
物
館
に
は
、
江
戸
時
代
末
期

と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
昭
和
時
代
の
も

の
ま
で
、
広
い
年
代
の
御
札
が
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
羽
村
の
松
本
神
社
や
阿

蘇
神
社
、
青
梅
の
武
蔵
御
嶽
神
社
を
始

め
と
し
て
、
伊
勢
の
神
宮
や
信
濃
の
善

光
寺
の
よ
う
な
羽
村
か
ら
は
か
な
り
遠

い
社
寺
の
御
札
も
見
ら
れ
ま
す
。
自
動

車
も
新
幹
線
も
な
い
時
代
か
ら
、
羽
村

の
人
が
色
々
な
場
所
へ
出
か
け
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、「
大
変
な
思
い
を
し
て
ま

で
遠
方
の
社
寺
を
目
指
し
た
理
由
は
？
」

「
往
復
に
何
日
か
か
っ
た
の
か
？
」
な
ど

興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。
展
示
で
は
御
札

を
通
じ
て
、
当
時
の
〝
旅
〞
に
も
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
。
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○ 
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

　

外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
!!

　

直
接
本
を
返
し
に
い
け
な
い
と
い
う

時
は
外
部
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
設
置
場
所
・
利

用
時
間
〉
羽
村
駅
西
口
連
絡
所
、
三
矢

会
館
連
絡
所　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

１
時　

市
役
所
庁
舎
内
１
階
ロ
ビ
ー　

祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

※ 

Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

他
館
借
用
資
料
は
開
館
し
て
い
る
時
間

に
図
書
館
へ
直
接
お
返
し
く
だ
さ
い
。



学
校
給
食
費
の
納
入
を
お
忘
れ
な
く

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

学
校
給
食
の
食
材

料
費
は
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
が
未
納
に

な
る
と
、
食
材
の
購
入
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
の

で
お
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
食
費
は
、
基
本
的
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り

未
納
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

通
帳
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、未
納
の

場
合
は
学
校
か

ら
連
絡
が
あ
り

ま
す
の
で
、速
や

か
に
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

小学校

中学校

校　種 学　年 月　額

1・2年生
3・4年生
5・6年生
全学年

3,870円
4,040円
4,210円
4,750円

※各学校の食数により、3月分で調整があります。
引き落としの際には、別途手数料がかかります。

◆給食費一覧◆

【
問
合
せ
】

学
校
教
育
課
学
務
係
（
内
線
356
）

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①　

 

高
等
学
校
な
ど
に
入
学
す
る
生
徒
等
の
保
護
者
で

入
学
の
際
に
要
す
る
資
金
の
調
達
が
困
難
な
者

　

※ 

高
等
学
校
、
中
高
一
貫
校
の
後
期
課
程
、
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
、
大
学
（
短
期
大
学
）、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
及
び
専
門
課
程
、

サ
ポ
ー
ト
校
な
ど

②　

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

③　

 

保
護
者
（
父
母
等
）
の
総
所
得
が
750
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

④　

 

す
で
に
納
期
の
到
来
し
た
市
税
等
（
給
食
費
を
含

む
）
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑤　

 

取
扱
金
融
機
関
が
指
定
す
る
保
証
機
関
の
保
証
を

受
け
ら
れ
る
こ
と

⑥　

 

入
学
資
金
に
関
し
て
同
種
の
融
資
（
他
の
融
資
で

入
学
時
の
み
の
融
資
を
対
象
と
し
た
も
の
）
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

①　

 

融
資
資
金
の
対
象
は
、
入
学
手
続
と
同
時
に
学
校

に
入
金
す
る
入
学
金
（
料
）
と
入
学
支
度
金
で
す
。

入
学
金
（
料
）
は
施
設
費
を
含
み
ま
す
。
入
学
支

度
金
（
料
）
は
、
制
服
（
体
育
着
な
ど
を
含
む
）、

教
科
書
な
ど
の
経
費
で
、
学
校
が
指
定
す
る
も
の

で
、
年
度
内
に
支
払
う
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
領
収
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

②　

 
入
学
金
（
料
）
の
限
度
額
は
100
万
円
、
入
学
支
度

金
の
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
入
学
者

が
複
数
い
る
場
合
は
、
入
学
支
度
金
に
関
し
て
は

20
万
円
×
人
数
と
な
り
ま
す
が
、
同
一
世
帯
に
対

す
る
限
度
額
は
入
学
金
も
含
め
120
万
円
で
す
。

　

利
子
は
市
が
全
額
補
助
し
ま
す
の
で
無
利
子
で
す
。

融
資
に
は
保
証
機
関
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、そ
の
保
証
料
に
つ
い
て
も
、市
が
全
額
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
（
内
線
354
）

高
等
学
校
等
の
入
学
に
向
け
て

高
等
学
校
等
の
入
学
に
向
け
て

　
　

〜
羽
村
市
の
入
学
資
金
融
資
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

　
　

〜
羽
村
市
の
入
学
資
金
融
資
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

申
込
み
が
可
能
な
保
護
者

融
資
資
金
の
対
象
・
限
度
額

利
子
と
保
証
機
関
の
保
証
料
の
全
額
補
助

　

平
成
31
年
度
に
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
入
学
の
際
に
要
す
る
資
金
の
調

達
が
困
難
な
場
合
に
、
入
学
資
金
な
ど
の
融
資
を
市
内
の
金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
、
そ
の
融
資
に
対
す
る
利
子
な
ど
を

全
額
補
助
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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教教  

育育  

随随  

想想教
育
委
員
会
委
員

羽
村　

章

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
今
年
の
夏
、
子
ど

も
た
ち
に
は
暑
さ
に
負
け
ず
に
元
気
で
い
て
ほ

し
い
の
で
す
が
、
体
温
を
超
え
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
で
は
、
た
だ
単
に
「
暑
さ
に
負
け
る
な
」

と
の
根
性
論
だ
け
で
は
命
を
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

気
象
庁
が
当
日
の
気
温
が
35
℃
以
上
に
な
る

こ
と
を
予
想
し
、
熱
中
症
に
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
、
と
の
高
温
注
意
情
報
が
出
さ
れ
る
中
で

行
わ
れ
た
校
外
学
習
後
に
、
児
童
が
亡
く
な
る

と
い
う
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。

身
長
が
低
く
地
面
や
床
の
熱
を
受
け
や
す
い
子

ど
も
た
ち
の
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は
、
周
り
に
い

る
大
人
た
ち
の
目
配
り
・
気
配
り
が
必
要
で
す
。

　

炎
天
下
や
高
温
の
室
内
で
行
う
行
事
で
は
、

大
人
で
も
20
分
の
活
動
で
10
分
の
休
憩
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

以
上
の
休
息
と
、
体
温
を
下
げ
る
た
め
に
体
を

冷
や
す
、
喉の

ど

が
渇
い
て
い
な
く
て
も
水
分
を
補

給
す
る
な
ど
の
熱
中
症
予
防
対
策
を
講
じ
て
く

だ
さ
い
。
熱
中
症
と
思
わ
れ
る
症
状
が
あ
り
、

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
無
い
な
ど
の

場
合
に
は
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
に

と
厚
労
省
は
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
は
、
自
分
が
大
丈
夫
だ
か
ら
子
ど
も
も

大
丈
夫
だ
と
思
わ
ず
に
、
子
ど
も
目
線
で
考
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
（
内
線
353
）

 

学
校
給
食
作
業
員
さ
ん
（
武
蔵
野
小
学
校
）

　

各
小
・
中
学
校
に
は
、
児
童
・
生
徒
が
給

食
の
準
備
を
簡
単
に
で
き
る
よ
う
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
学
校
に
届
い
た
給
食
の
配

膳
を
事
前
準
備
し
て
く
れ
る
給
食
作
業
員
さ

ん
が
い
ま
す
。

　

給
食
作
業
員
さ
ん
は
各
小
・
中
学
校
と
も

２
〜
３
人
で
す
。

　

作
業
内
容
は
、
給
食
の
配
膳
が
メ
イ
ン
で

す
が
、
白
衣
の
点
検
（
ボ
タ
ン
や
ゴ
ム
の
補

修
）、
配
膳
台
ふ
き
ん
な
ど
の
漂
白
・
洗
濯
、

学
期
末
に
は
各
学
級
の
配
膳
台
や
ワ
ゴ
ン
の

磨
き
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
の

人
数
確
認
や
給
食
の
献
立
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が
必

要
な
仕
事
で
す
。

　

大
変
な
作
業
と
し
て
は
、

給
食
を
食
べ
終
わ
っ
た
後
片

付
け
で
す
。
回
収
ト
ラ
ッ
ク

の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
、

後
片
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
に
衛
生
面
に
つ

い
て
、
注
意
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、

皆
の
笑
顔
や
「
お
い
し
か
っ

た
で
す
。」、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
い
う
言
葉

が
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
。

地
域
活
躍
シ
リ
ー
ズ
⑧
『
学
校
の
お
仕
事
編
』

 ▲ 子どもたちが給食を取り出し易
いよう、学級ごとに給食を分け、
ワゴンに収納します。

 ▲給食配膳の一例です。

 ▲ 子どもたちが給食を食べ終
わり、給食作業員さんと一
緒に片付ける様子です。

 ▲２階以上へは、エレベーターで運搬します。

▲武蔵野小学校の給食作業員さん

【
給
食
作
業
員
さ
ん
の
声
】

　児童・生徒が美味しく給食を食べられ
るのは、こういった給食作業員さんがい
るからです。
　いつも、ありがとうございます。

す。
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
体
育
協
会

羽村市文化協会羽村市文化協会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
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市
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民
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育
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家
族
そ
ろ
っ
て
、
ま
た
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お
友
達

同
士
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
平
成
30
年
10
月
７
日
㈰

※
雨
天
順
延　

翌
８
日
（
体
育
の
日
）

【
会　

場
】
富
士
見
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
開
会
式
】
午
前
８
時
45
分

【
閉
会
式
】
午
後
３
時
30
分

【
種　

目
】 

町
内
会
・
自
治
会
対
抗
種

目
４
種
目
の
ほ
か
、
参
加

自
由
種
目
も
多
数
あ
り

ま
す
。

※ 

市
民
体
育
祭
は
、
体
育
協
会
が
市
か

ら
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

第49回 羽村市文化祭 「みんなで 楽しく学び つなぐ 羽村の文化」第49回 羽村市文化祭 「みんなで 楽しく学び つなぐ 羽村の文化」
会場　生涯学習センターゆとろぎ　　問合せ　☎ 570－0707
●　ホール発表　●

10 月 6日（土） 小中学生音楽フェスティバル【大ホール】

10月8日（月・祝）
ふれあいサロンコンサート【小ホール】
北の杜吹奏楽団、ハイブリッドジャズオー
ケストラ、羽村市吹奏楽団【大ホール】

10月 13日（土）洋舞【大ホール】
10月 14日（日）日舞【大ホール】、芸能　他【小ホール】
10月 20日（土）邦楽【大ホール】
10月 21日（日）合唱【大ホール】
10月 27日（土）洋楽器【大ホール】、芸能　他【小ホール】
10月 28日（日）洋舞【大ホール】、洋・日舞【交流ひろば】

●　 特別企画　●
寄席「落語」 10月 13日（土）【大ホール 2階ロビー】

文化講演
10月 21 日（日）【小ホール】
講師：杏林大学名誉学長 跡見 裕氏

映画会 10月 27 日（土）【小ホール】

音楽公演
11月 3 日（土・祝）ゆとろぎオペラ「魔笛」
【大ホール】
前売チケット（1,000円）9/1～販売開始

●　 体験教室　●

展示発表第1期 ニット（金・土・日）【創作室 1】
親子囲碁（土・日）【講座 2】

展示発表第2期 押し花（全日）【学習室 1】

展示発表第3期 日本刺繍（全日）【学習室 1】
いけ花　（土）　【創作室 3】

10月14日（日）児童合唱・マジック・詩吟【レセプションホール】
10月28日（日）フォークダンス・フラダンス【交流ひろば】

●　展示発表　●
第 1期 10月 10日（水）～ 14日（日） 東洋的な表現
第 2期 10月 17日（水）～ 21日（日） 西洋的な表現
第 3期 10月 24日（水）～ 28日（日） 東・西洋的な表現
囲碁（講座室 2）10月 13日（土） ～ 14日（日）、
茶道（和室）10月 20日（土） ※ 日程・内容は、今後変更する場合があります。詳しくはポス

ター、チラシでご確認ください。

第72回サロンコンサート
1部「草笛　月見コンサート＆草笛体験」　2部「琴とギターの演奏」

日時　９月24日（月・祝）　午後5時～5時 45分　　会場　ゆとろぎ　屋上（雨天時：創作室1）
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